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大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会の設置

第３回検討委員会開催の様子

台風第21号による高潮・暴風被害を受け、港湾や沿岸部における人命の安全確保、施設の被害の軽減、物流・生産機能の維持に関する方
策を検討するため、学識経験者や行政関係者などからなる委員会を設置。
＜検討項目＞
①大阪湾港湾等の平成30年台風第21号による被害の把握（高潮浸水状況、施設被害、施設被害による物流への影響等）
②関係機関の事前防災行動の状況と課題整理、フェーズ別高潮・暴風対応計画の充実
③大阪湾主要港（神戸港、尼崎西宮芦屋港、大阪港、堺泉北港など）において取組むハード・ソフト対策

実施方針

○委員長 ： 青木 伸一 大阪大学大学院工学研究科 教授
○委 員 ： 小野 憲司 京都大学経営管理大学院 客員教授

森 信人 京都大学防災研究所 教授
白石 哲也 （一社）港湾荷役機械システム協会 専務理事
小出 寛 気象庁 大阪管区気象台 気象防災部長
伊藤 卓郎 海上保安庁 第五管区海上保安本部 交通部長
國田 淳 国土交通省 国土技術政策総合研究所 沿岸海洋・防災研究部長
河合 弘泰 国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所 海洋情報・津波研究領域長
杉中 洋一 国土交通省 近畿地方整備局 港湾空港部長
港湾管理者（京都府・大阪府・兵庫県・和歌山県・大阪市・神戸市） ほか

○事務局 ： 近畿地方整備局 港湾空港部

検討体制

検討体系
港湾における高潮リスク低減方策検討委員会

大阪湾港湾等における
高潮対策検討委員会

堺泉北港部会

（港湾事業継続

計画協議会）
大阪港部会尼崎西宮芦屋港部会神戸港部会

（本省）

中部の港湾における
高潮･暴風対策検討委員会

関東の港湾における
高潮・暴風対策検討会

（近畿地方整備局）

（大阪府）
（大阪市）（兵庫県）（神戸市）

検討スケジュール

第１回検討委員会（平成30年 9月19日）

・台風第21号の概要、被害の概要

第２回検討委員会（平成30年10月23日）

・被害の検証、事前防災行動の検証

第４回検討委員会（平成31年3月26日）

・大阪湾内諸港において取組むハード・ソフト対策

第３回検討委員会（平成30年12月18日）

・フェーズ別高潮・暴風対応計画の充実

・最終とりまとめ



台風第21号の概要

 非常に強い台風第21号は、勢力を落とさず９月４日午後２時頃に神戸に再上陸。急激に潮位が上昇し
大阪港、神戸港において、既往最高潮位（第二室戸台風）を超える潮位を観測。また、関西空港で最
大瞬間風速50m/s以上を観測したほか、大阪市内においても、最大瞬間風速40m/s以上を観測。

日最大瞬間風速 ※気象庁HPより

2

○：午前9時
●：午後9時

既往最高潮位230cm

高潮警報基準

高潮注意報基準

実際の潮位→

↑
天文潮位

最高潮位329cm
既往最高潮位293cm

潮位（大阪港）潮位（神戸港）

高潮警報基準

高潮注意報基準

実際の潮位→

↑
天文潮位

最高潮位233cm

9月4日

9月5日

9月3日



台風第２１号と主な台風との比較
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◆過去に大阪湾沿岸で甚大な被害をもたらした４大台風と比較して最低気圧、平均
最大風速とも同レベルの数値を記録。

※厳密な台風経路ではない

大阪管区気象台
資料を基に作成

＜大阪における過去台風との観測記録との比較＞

台風 室戸台風
ジェーン 伊勢湾 第2室戸

台風第21号
台風 台風 台風

年月日

1934年 1950年 1959年 1961年 2018年

9月21日 9月3日 9月26日 9月16日 9月4日

最低海面気圧(hPa)

954.3

970 956.1 937.0 962.4
(715.8mmHg)

最高風速(m／s) ※１

40以上
28.1 19.9 33.3 27.3

(測風塔倒壊)

最大瞬間風速(m／s)

60以上
44.7 27.4 50.6 47.4

(測風塔倒壊)

最高潮位(m) ※２

OP+4.19

OP+3.85 OP+2.54

OP+4.12 OP+4.59

※3 (TP+2.93) (TP+3.29)

偏差（m）

2.92 ※3

2.37 0.83 2.45 2.77

＜神戸における過去台風との観測記録との比較＞

台風 室戸台風
ジェーン 伊勢湾 第2室戸

台風第21号
台風 台風 台風

年月日

1934年 1950年 1959年 1961年 2018年

9月21日 9月3日 9月26日 9月16日 9月4日

最低海面気圧(hPa)

954.6

964.3 963 945.9 958.2

(716.0mmHg)

最大風速(m／s) ※１ 21.9 33.4 29.3 27.0 24.1

最大瞬間風速(m／s) --- 47.6 34.8 39.2 41.8

最高潮位(m) ※２ TP +2.32 TP +2.21 TP+ 1.12 TP+ 2.30 TP+ 2.33

偏差（m） 2.20 1.67 0.61 1.93 1.81 

※1：観測時刻の前10分間の平均値

※2：平滑値（1997年以降は３分間平均値。1996年以前は手作業でデータ処理。）

※3：大阪検潮所の統計開始が昭和25年のため、西島閘門水位観測所（内務省大阪土木出張所）の値



既設観測点データによる実測（大阪湾：潮位）
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 神戸、西宮、尼崎、大阪において、既往最高潮位（第二室戸台風）を更新した。
 最高潮位は尼崎が最も高く、湾奥にいくにつれて高くなる傾向。
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神戸波浪観測所

ポートアイランド

六甲アイランド

神戸市

 神戸波浪観測所において、2018/9/4の14:20に最大有義波高（4.72ｍ）、周期（6.2ｓ）を記録。
 既往最大有義波高は、2014年の台風11号時の最大有義波高（4.43m）、周期（6.3s）であった。
 2018年台風第21号によって、既往最大の有義波高が更新された。
※2018年台風第21号と2014年台風第11号の最大有義波高は、どちらも水圧補正データである。

既設観測点データによる実測（波浪）
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浸水痕跡

凡例
上段：痕跡高（基準：T.P.）
下段：浸水深

 痕跡調査結果の種別
浸水高
遡上高
地盤高（痕跡なし）
越波による浸水高

3.02～3.66m

0.00～0.95m
3.42～3.60m

1.50～1.62m
3.10～3.41m

1.15～1.40m

3.02～3.20m

1.45～1.80m

3.14～3.65m

1.38～1.95m
4.57m

0.70m

1.11～3.71m

0.00～0.18m

1.16m

－

2.90～3.17m

0.21～1.00m

2.38～3.00m

0.00～0.40m

2.53m

－

2.31m

－

2.26m

－

2.61m

1.40m

2.83～4.38m

－

4.00m

1.04m

3.73m

－

5.94m

2.30m

3.12～3.13m

0.49～0.64m

2.66～3.50m

0.00～1.42m

 土木学会海岸工学委員会、海上・港湾・航空技術研究所 港湾空港技術研究所（港空研）、国土技術
政策総合研究所（国総研）では被害の状況及び沿岸部に残る浸水痕跡調査を実施。
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5.68～9.21m

－
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尻無川大正内港
作業船12隻はしけ
10～15隻漂流・着

鳴尾浜
仮置きクレーン２基倒壊
ふ頭施設被害（資材置場）
鳴尾浜浸水被害

RC-2、RC-4/5

・ヤード内冠水、空ｺﾝﾃﾅ約100個がﾔｰﾄﾞ内散乱
・ヤード内積立コンテナ倒壊
・コンテナ火災
・ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ７基損傷(RC2:3基、RC4/5:4基)

PL-4

・事務所、
上屋倉庫浸水

PL-13

・バース内停電

臨海企業
大型部材流出

甲子園浜地区
中古車火災

南芦屋浜地区
コンテナ打上
浸水被害

尼崎西宮芦屋港
神戸港

大阪港

堺泉北港

小型船打上

住吉浜沖
コンテナ7～8個浮遊

摩耶ふ頭東沖0.25マイル
コンテナ2個浮遊

夢洲コンテナターミナル(C10-C12)

・コンテナ散乱
・ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ6基損傷
・RTGｸﾚｰﾝ2基損傷

船舶乗上

船舶乗上

RC-6、RC-7

・ヤード内上屋・電気設備等・車両
など高潮浸水、空コンテナがヤー
ド内散乱・海上への流出、車両火
災
・ヤード内積立コンテナ倒壊
・ｶﾞﾝﾄﾘｰｸﾚｰﾝ５基損傷
・RTGｸﾚｰﾝ14基損傷

防潮堤損壊

国際フェリーターミナル等
空コンテナ流出28個

大阪南港フェリー
ターミナル人道橋破損浸水箇所

凡 例

被災状況（神戸港・尼崎西宮芦屋港・大阪港）

武庫川下流浄化センター等
浸水被害

枝川浄化センター
浸水被害

高橋川
浸水被害

宮川
浸水被害

船舶乗上げ（消波ブロック損壊）
神戸港浸水

防波堤等損壊

護岸・柵損壊

臨港道路
通行止め

南港北防波堤
パラペット破損

臨港道路
通行止め

臨港道路
通行止め

港島トンネル
浸水

 台風第21号による高潮・高波・強風により浸水、倒壊、漂流被害等が発生。


